
 

 

   

 

 

 

 

１ はじめに 

 私は、基本法制研修Ｂと第２部課程に参

加するため、令和元年５月１６日に入寮し

ました。土岐市では毎年自治大へ研修生を

派遣していますが、女性職員の参加は今ま

でなかったこともあり、研修のお話をいた

だいた時には、参加するかどうかを非常に

悩みました。 
参加することを決めた後も、期待ととも

に、心配な気持ちは入寮まで消えず、不安な

気持ちを抱えたまま、約２か月半の自治大

生活がスタートしました。 
 

２ 基本法制研修Ｂの概要 

 基本法制研修Ｂでは、行政法、民法、地方

自治制度、地方公務員制度及び地方税財政

制度の５科目を受講しました。基本法制研

修では、２週間という短期間で、幅広い知識

の習得を目指します。そのため、講義の進み

方は早くなりますが、地方公務員として必

要な基本的な知識を体系的に学ぶことがで

きました。 

 効果測定のある課目については、講義内

容が広範囲に及ぶこと、また効果測定当日

まで講義があったことから、事前準備に苦

労しましたが、研修生同士情報交換等しな

がら協力して臨みました。 

 

３ 第２部課程の概要 

 第２部課程の講義課目では、様々な分野

において第一線で活躍されている講師から

講義を受けることができました。地方公共

団体が抱える諸問題や、具体的な取り組み 

 

 

 

 

 

について知識が習得できるよう、幅広い分

野でカリキュラムが組まれていました。国

の最新の情報や、制度改革の動向について

も知ることができたのは、大変意義深いも

のでした。 

多くの時間が割り当てられていたのが演

習です。事例演習では、特色ある地方公共団

体の取組事例がまとめられたテキストを題

材に、議論・検討する「テキスト型」と、研

修生が所属する各地方公共団体で実際に直

面している行政課題を議論・検討する「持寄

型」とがありました。これらの演習はいずれ

も問題点を見つけ、改善・解決する能力の向

上を目的としたものですが、議論を重ねる

ことにより、各地方公共団体によって状況

は様々であり、共通した解決策はないとい

うことを知り、日常の中に問題を見つけ、改

善・解決していくことの重要性を学びまし

た。 

特に多くの時間をかけ、頭を悩ませたの

が政策立案演習でした。これは、実際に首長

に提言することを想定してグループ毎にテ

ーマを設定し、行政課題の解決に向けた政

策を企画、立案するという実践的な演習で

あり、自治大における研修の集大成といえ

るものです。データを分析していく中で、問

題点を発見するといった現状分析・課題発

見から始まり、複数の解決の方向性を打ち

出し、それぞれの費用対効果を算出するこ

とで、根拠に基づいた効果的・効率的な政策

を立案することが求められます。 

限られた時間の中で、外部指導教官の指

導をいただきながら、班員で協力し合って

一つのものを作り出していく過程は、実際

の業務にも通じるものがあり、今後の業務

において政策を立案する際に必要な能力を
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養える内容であったと感じています。 

 

４ かけがえのない仲間 

 研修期間中は、課題や演習、講義に追われ

る忙しい日々となりますが、その中で支え

となったのが、第２部課程第１８６期の仲

間でした。全国各地から集まった、立場や状

況が違う様々な研修生との交流から、多く

の刺激を受けました。 

全寮制であることから、研修時間外でも、

談話室で様々なことについて話をしたり、

休日に一緒に出掛けたりと、寝食を共にし、

時間を共有する中で、お互いを知り、励まし、

助け合うことができました。 

不安な気持ちで入寮しましたが、いつの

間にかその不安はなくなり、自治大での

日々を楽しく過ごすことができたのは、仲

間のおかげであり、いつもそばにいて、頑張

る姿をみてきたから、研修を乗り越えるこ

とができたのだと思います。 

自治大で知り合った仲間は、これからも

付き合っていける、大きな財産となりまし

た。 

 

５ おわりに 

 職場や家族の理解とサポートがなければ

約２か月半もの間、研修に参加することは

できませんでした。また、研修中も多くの方

に助けていただき、無事卒業することがで

きました。卒業した今、この研修を受講する

ことができたことに、改めて感謝の気持ち

でいっぱいです。 

 まだ女性の参加者は少なく、第２部課程

第１８６期では、６３名の研修生のうち、女

性は５名でした。職場や家庭への不安から、

参加を決めることを躊躇している方も多い

のではないでしょうか。 

しかし、そのような不安以上に、自治大は

多くの仲間や経験を得られる貴重な場所で

す。もし研修への参加を悩んでいる方がい

るのなら、自治大での研修の機会を逃さず、

参加する選択をしていただきたいと思いま

す。同じ経験を共有できる仲間が１人でも

多く増えることを願います。 


